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I研究の概要

1．研究主題設定の理由

（1）平成24年度までの研究の概要

本校では、平成20年度から24年度までの5年間、ICF(国際生活機能分類）の理念に学びな

がら実践研究を行ってきた。

その中で、①児童生徒・保護者・教師の三者の思いをもとに目標設定を行い、教育実践につな

げること、②学習活動の中で、児童生徒自身による目標設定や振り返りを行うこと、③児童生徒

の「行動や言動を含むあらわれ」を丁寧に見取ること、を大切にしてきた。特に、③については、

児童生徒の思いや願い等を「内面」と捉え、「内面」を構成する要素の中で「要求｣、「既有知識｣、

「自己認識｣、「自己効力感」の4つに着目した。（図1－1、図1－2参照）

一方で、これまでの5年間の研究では、主に個人に焦点を当てて「育ち」を見てきた側面が強

く、研究の成果を教育課程や授業改善に具現化する視点が弱かったことが課題として挙げられる。

本校における｢内面｣の捉え方 本校における｢内面｣の捉え方
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(吉川,2011）

図1－1「内面」を構成する要素 図1－2「内面」を構成する要素間の関連

（2）現在の研究主題について

そこで、これまでの研究の成果を活かしつつ、課題を解決するために「キャリア教育の視点」

を取り入れることにした。なお、「キャリア教育の視点」とは、「(将来の）社会的・職業的自立を

念頭に置きながら、子どもたちの成長や発達を促進しようとする見方を持つこと」（【）であるとと

もに、「キャリア概念に基づき、現在行われている教育活動全体の見直しを図り、改善すること」

（2）である。

以上の経緯から、平成25年度は、文部科学省委託事業「特別支援教育に関する実践研究充実

事業」を受託し、「キャリア教育の視点からの教育課程を小中高3学部の一貫性、系統性、関連性

の側面から再考する」の主題で学校研究に取り組んだ。そして、平成26年度からは文部科学省

委託事業「キャリア教育・就労支援等の充実事業」を受託し、「キャリア発達支援の視点による小

中高12年間を見通した学習活動の充実改善」の主題で学校研究に取り組んでいる。なお、平成

26年度からの研究は、3年計画で取り組んでおり、平成28年度は三年次にあたる。
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（3）本校における「キャリア発達」の捉え

中央教育審議会は、「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（2011）

の答申の中で、キャリア発達の定義を「社会の中で自分の役害'lを果たしながら、自分らしい生き

方を実現していく過程」としている。また、文部科学省は、「小学校・中学校・高等学校キャリア

教育の手引き」（2011）の中で、キャリア教育を「子ども・若者が、社会の一員としての役害'|を

果たすとともに、それぞれの個性、持ち味を最大限発揮しながら、自立して生きていくために必

要な能ﾉJや態度を育てる教育」としている。

本校では、児童生徒一人一人のキャリア発達を捉える際に、これらの定義を踏まえつつ、平成

20年度から平成24年度に本校で取り組んだ学校研究で得られた成果をもとに、以下のように捉

えた。

【本校における「キャリア発達」の捉え】

子どもたちが経験を通して、自分や自分に関係性があるすべての事象に対する知識や

認識を、より現実に即して新たにしていくこと。そして、その営みを繰り返しながら、

自分らしい生き方を実現していくこと。

木村（2013）は、「キャリアは環境との相互作用の結果、個人の内部、内面において生まれて

発達し、変化するという特性を持っている」と述べている。また、「キャリア教育は、生徒に将来

の夢を｜すわせて、それをかなえるための教育や支援をしようとするのではない。なぜその子がそ

ういう夢を持つようになったのか、これまでの経験や学びがその生徒にとってどういう意味をも

たらしたのか、どうしてそういう願いを持つように至ったかということを、まず我々が理解する

必要がある」「(大人から見て非現実的と思われる生徒の夢を否定せず）生徒のそのような経験や

学びの背景に関心を持って、新しい学びを支援しようとしているところが重要だ。我々にとって

も生徒のそういう姿にしっかりと向き合える成熟をしていかなければならない｡」と述べている。

ここで述べられている教育観・指導観は、平成20年度から平成24年度に本校で取り組んだ学

校研究での教育観・指導観と基本的に一致していると捉えている。

本校では、「我々が世の中を見て、何かを見出だす時には、自分たちが既に獲得している知識や

概念を汕して見ることによって意味を見出している」（3）という考えに依って、学校研究を進めて

きた。そのため、「児童生徒の知識の持ち方は、我々大人にとって共通前提となるような知識の持

ち方とは違うのではないか」（3）という見方を取っている。そこで、学習活動にあたっては、児童

生徒と教師が同じものを見たり体験したりしても、両者の間で違う意味を見出している可能性が

あるため、「児童生徒の知識や自己認識を探る」とともに「児童生徒の知識や自己認識が現実に即

していたいと思われる場合には、より多くの人と共通前提となり得るような、より現実に即した

知識や〔|己認識を持ち得る」（3）ようにしている。その際には、児童生徒が自分自身で体験し、自

分に即して知識や自己認識を再構成する機会を設定するとともに、「何に気づいて再構成したらよ

いか」を児童生徒が気づけるように指導・支援している。

平成25年度から取り組んでいるキャリア発達支援の視点による学校研究でも、この教育観・

指導観にもとづいて進めている。
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2．研究の枠組

本研究主題のもと、次に挙げる目的、内容、体制で研究に取り組んでいる。

（1）研究目的

・児童生徒のキャリア発達を促す教師の支援や授業の在り方を明らかにする。

・これまでの学習内容や、その関連性、系統性および学部間の連携、地域との連携等について

検討する。

（2）研究内容

①児童生徒のキャリア発達を促す授業実践（小学部・中学部・高等部）

児童生徒のキャリア発達を促すための教師の支援や授業の在り方について、各部での実践を通

して、検討を行う。また、キャリア発達支援に関する講演会やワークシヨップの手法を採り入れ

た研修等を通して、学習内容の検討も行う。

②高等部作業学習の充実改善（高等部）

生徒の技能と働く上での資質の向上を目指した作業学習の在り方について実践を通して検討を

行う。

③就労移行支援事業所と連携した高等部進路指導の改善（高等部）

企業就労アセスメント実習の評価表の作成・実習計画と内容の確立・進路指導計画及び生徒と

保護者へのキャリアガイダンスの観点の整理・評価結果の個別の指導計画への反映について検討

する。

（3）研究体制

研究体制は、図1－3に示したとおりである。

研究推進委員会ァ

校内全体研究会

拡大研究

推進委員会(ｨ）

匝一
進路指導

ｺーﾃ゙ｨﾈーﾀー(ォ）

作業学習

ｱﾄ'ハ．イザー(力）

図1－3研究体制

研究濃力者会臓(工）

学校研究
一

協力委員(工）

研究助言者

(ウ）

-E天享藪詞

研究協力者会議 進路指導コーディネーター
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(ア)研究推進委員会を設置する。研究主任、研

究課担当の部主事と小学部、中学部、高等

部の研究推進委員で構成される。

(イ）拡大研究推進委員会を開催する。副校長、

教頭、各部主事と研究推進委員会の委員で

構成される。

(ウ)研究助言者3名を招聰する。研究の進め方

等について年数回助言をいただく。

(エ)研究協力者会議を年2回開催する。民間事

業者、福祉・就労の関係機関の方々（10名）

で構成される。本校の研究授業を参観いた

だく。

研究協力者会議には研究助言者に参加いた

だくこともある。

(オ)高等部に進路指導コーディネーター1名を

配置する。

(力）作業学習の充実・改善の取組では、作業学

習アドバイザーを配置する。





（2）－年次（平成26年度）の実施内容

ア．児童生徒のキャリア発達を促す授業実践の取組

I章－1で述べた教育観・指導観にもとづいて、各学部で実践を行った。小学部低学年では「自

分の好きなことや得意なことを見つけ、楽しく主体的に活動する児童」の育成を、高学年では「自

分の役害'lを知り、その役割を果たそうとする児童」の育成をそれぞれ目指して授業実践に取り組

んだ。中学部では「仲間と協力して一つの活動に取り組み、成し遂げる」姿を目指して授業実践

に取り組んだ。高等部では、「卒業後に自分が希望する生活の実現を目標に切瑳琢磨する」姿を目

指し、作業学習モデルプランの開発の実践と進路指導の充実改善の取組を行った。

以下表1－4は、一年次（平成26年度）に取り組んだ各学部の実践（①児童生徒のキャリア

発達を促す授業実践、②作業学習モデルプランの開発、③進路指導の充実改善）の概要について

まとめたものである。
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表1－4一年次（平成26年度）実施した各学部の実践
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授業名等 内容

/j、

学
部

①遊びの指導

｢シャボン玉遊びをしよう」

①生活単元学習

｢お店やさんをしよう」

低学年の実践は、一人の児童が始めたシャボン玉遊び

に、他の児童も関心を持った様子を教師が捉え、遊びの指

導での「シャボン玉遊び」として発展させた活動である。

(平成26年4月～7月に実施）

高学年の実践は、下学年の児童や来校者に対して、ゲ ー

ム等を提供するお店やさん「ふしぎやさん」の活動を発展

させながら取り組んだ活動である。

(平成26年9月～平成27年2月に実施）

中
学
部

①生活単元学習

｢めった汁まつり安しよう」
中学部の実践は、中学部3年の生徒が「栽培した野菜を

調理し､下学年の生徒にごちそうしたい」という思いから

郷土食であるめった汁をふるまう「めった汁まつり」を企

画し、中学部全体の行事に広げた活動である。

(平成26年11月～12月に実施）

高

等
部

②作業学習プラタナスカフェ

～大学、大学生協と協働した実践作業

学習～ M
Ｆ
、
‐
』
阜
即
』
守
。

1

1
1

お客様とのやりとりや商品流通を体験する場として､平

成26年10月に金沢大学附属図書館医学図書館「プラタ

ナスカフェ」を開設した。開設前から、生徒が「私たちの

店」として捉え、「よい店づくり」の意識を持てるように

取り組んだ実践である。

(平成26年4月～実施）




























